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いわゆ る特殊音節(特殊拍)につ いて
秋 永 一 枝
1。 ま え が き
今 年 もまた オシャベ リをす るハ メにな りました。いわゆ る特殊音節につ
いてのご く常識 的なことを申 し上 げるつ も りでお りま した所が,目 本語教
育 の専 門家 までど う勘違い されてかお出でなので,コ レワ困 ッタ,私 ナ ド
ノ出ル幕デ ワナイ と小 さ くな ってい る所です。 そ こセマコ トニ常識 的な説
明の時は専門家には安眠 して頂 き,コ ウルサイ学者 の説 を引用す る時 は1
年生 には居眠 りして頂 くとい う手 順で参 りたい と思 います。
「特殊音節 とは何かP」 とい う問題に入 ります前 に 「音節」 について一言
申し上げ る必要があ りそ うです。 これ は学者 によって考 え方 も使い方 も違
いますので甚だヤ ッカイなものです。 このことは 「国語学 辞典」の 「音節」
及び 「モ ーラ」の項 を見れば一 目瞭然 なので,長 くな ります が引用 します。
音節 〔言謝EsyUable,_音声学的意味では,それ自身の中に何らの切れ 目が














す る 時聞 の 単 位.音 韻 論 で は,子音 音素 と短 母 音 音 素 との連 結,あ る い は,そ れ に
等 しい長 さ を有 す る音 素 あ るい は 音素 連 結 。 そ れ は 「音 罎 的 音 節 」 と必 ず し も一
致 しない 。 例 え ば,日 本 語(東 京 方言)で は[kotOユノkOtO1(琴),[ko=/〆koo,'(甲),
lkQ刈,'kQN尺紺)は,音 声的 に も音韻 的 に も・ それ ぞ れ に二 音 節 ・ 一 音 節 ド・一音
節 で あ るが,い ず れ も長 さが ほ ぽ 等 し くニ モ ー ラか ら成 って い る。、_
[服部 四郎]._(C)
具体的な点は人により多少の違いがあ りますが,こ の(A)(C)対(B)の
考え方が 学界の二つの流れと言えそうです。 このよ うな考え方ク)繭芽は・
大正か ら昭和 にか けて活躍 され た,音 声学の草分 け ともい うべ き 神 保 格
氏1)・.佐久間鼎氏2〕に既に見 られ るものです。神保氏は,「西洋の シラブル
といふ標 準 をその ままあてはめる外に まだ何か残 って居 りは しないか。 そ
こで必要なのはい はゆ る音節 といふ標準 である・」 として大略(B)の よ う
な意見を出され,橋 本進吉氏3)もこれに賛同 されました。有坂秀世氏勘の
いわれる 「音韻論的音節」も(B)的です。亀井孝氏はこの 「音韻論的音節」
に対し 「拍■ とい う術語 を与えられ,金 田一春彦氏も盛んにこれを使用 さ
れ ます。(B〉の 「モ ーラ=拍 」 とい う考 え方 に賛 同す るか否 かは別 として,
現在(B)のようないわぱ 「音節音韻論」的立揚をとる方は,亀 井孝範浜田
敦飢 金 田一春彦7〕・前 田正人翫 野元菊雄9ン氏で,秋 永も これ に左担 します。







5)亀 井孝 「「音韻」の概念は目本語に有用な勢や(璽 文学孜 錫)」等
6)浜 臣敦r国 …吾音韻論における単位 と体系(国藷国文28の3〉
「丁寧な発言とぞんざいな発音(国 語国文27の2)」




呂)前 田正入 「音素について一 一雪語における音素の存在を疑 う一(神 戸大研
究集録14〉」「国語音韻の最小単位について(甲南大論集32〉」「長音について(国語
塁文37の1)」等
9}野 元菊雄 「国語の音韻の特色(国 語教育のための国語講座2〉」
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(A)(C)のいわば 「音 素論」的立場 を と られ る 服部氏10〕の 「音韻的音
節」は,有 坂氏の 「音韻 論的音節」 とはイ コールにな りません し,(A)(B)
派⊇の柴 田武氏11〕は,服 部氏の 「音韻 的音節」 にあたる単位 と して 「シ
ラビーム(ま たは音節素〉」 を,ア クセ ン ト論 的単位 として 「モーラ;拍 」
を使われ るよ うで,服 部氏 と基本的には一致 していないよ うに思われ ます
(例えば京都 アクセン トでアメェ(雨〉,ハル ゥ〔春)のよ うなものを,服 部氏
ヒ
は2モ ーラ(アメ),柴田氏は3モ ーラ(アメー)とされ るな ど。)。
諸氏の意見の紹介は この くらいに して,こ こで と り上げ る 「音節」とは,
(B)の立場か らの もの です。混乱 をさけるた めに,「拍」 として話 を進 めた
いと思い ます。
2・特殊音節=特殊拍
「拍」 を大 き く二つ に分け}(B)の(1)一〔3〉を 〈一般拍>,(4)をく特殊
拍>と します 。〈特殊拍 〉に どこまで含 めるかは,ま た また意見の分れ る
所です。(今 く 〉内は人によって異なる術語。術語の次の略称はその用語の命名
者を示します。〉
くはねる拍 〉〈つ まる拍>を ここに含め るのは,ま あ異論のない ところ
で しょう。 しか し,金 田一 氏のいわ ゆる 〈ひ き音節 〉,ここでい う くひ く
拍>を 認 めるか ど うかは賛否両論 です。 賛 成者 は,柴 田 ・日下部文夫氏
等,反 対者 は有坂 ・服 部 ・浜田 ・前 田氏あた りが主な所で し ょうか。<引
く拍 〉 を認 め るとすれ ば,服 部氏提唱のゼ ロ音素(有声喉頭音音素)を認め














…は ね る拍N(有 〉
〈は ね 音 節 〉











右 す る事 が あ
る。 ①
具 体 音






11拍分 声 を そ の'まま(口 構 え を
か え な い で)ひ
く。 具 体 音 の パ
ラエ テ ィー は 直
,前 の 音 の違 い に
よ って き ま る。
ア クセ ン トに よ
って左 右 され る
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つ め る 拍
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〈つ め音 節 〉
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備 考   
略称（敬称略）   
有＝有坂秀牡 亀＝亀井各会二金田一春彦，腹＝服部四弧浜二浜田敦，前＝  
前田正人，秋＝秋永一枝   
①（佐）「［り］の口睦におけるおしあけの過程のない鼻音」［n］  
（有）「口月杢に於ける調音位置の如何を超越した専門の鼻音韻」（叫  
（金）「破裂のない鼻音一般」   
②（服）「長母音は二つの母音音素の連続に該当ナる」  






［go：re：］   ［ku：小：］  
／go’ore’i／’ku’utJu’u／  
（前）「長音は二音節にまたがる音韻的単位である」   
③（有）「二重母音は音声的見地から㌧つみ認カられる。［ai］・音韻論的に見れば  
こL：ai：）の一つの発音法にすぎない」  
④（服）「その後続子音とともに重子音をなナといえる。LisこuN」［itto：］・生し音韻   ウiフs 
論的には／しニX／／’i2too／と解釈ナべきもである。   
⑨（亀）「撥音。促音は広義の母音」  
⑥ おおむね（服）「音声学」の表記による。   
⑦（有）「多くの個人によってトト）とも：（ェ、：とも子識される」  
（金）「てイ：）とも意識され，トぺ とも意識される」  
－ 40 －   
この他柴 田氏 は,〈 付属拍>と して 「二重母音 の拍部 要素 〈」>」を認 め
ています11)。秋 永は ぐそえる拍 〉 または 〈そえ音 節>と して,こ こに含
める こと1に賛成 します。 但 し,くそえ る拍 〉をai,Qi,uiの1i/に限定
すべ きか否かは考慮 中です。
なお(B)的 立揚 をとる人は 「1一般拍 十1特 殊拍=2拍 」です が,(A)(C)
的立揚 をとる人は それぞれ!CVN、',/CVQ!または!CVT1,/CVV/ま
た は/CVRl,!CVJ/で,2モ ーラ1シ ラブル とい うこ とにな りま しょ
う。 またゼ ロ音 素 を認 めない立場 も含 めれ ば!c,一は1(c)v/の よ うに
すぺて()内 に入れ る ことが可能です。
も う一つ,い わゆ る 「母音の無音化 す る拍」 を くかすれ る拍 〉または
くかすれ音節 〉記号 〈X>と して ここに追加 したい と思い ます。〈特殊拍 〉
に準 じる とい う意味 でです。但 しこれ は,具 体音 のバ ラエテ ィーが多種 多
様 のた め,〈X〉 を音素 として用い るこ とは不可能ですが,こ の 〈かすれ
る拍 〉を表 わす 際榎宜上xCV,CVxの よ うに使用す る ことは,ア クセ
ン ト解説の折な どに有用 だ と思います。 この時 〈x〉は,x=無 音子音+
で つ
(主として)無声化狭母音[ha∫委】ls甲kilの場 合もあれ ば,x=無 声子音 の
つ つ
みの[ha∫Ils・kilの場合 もあるわ けです。
以上の よ うな特殊拍は,お 互い に似た特徴 を持 ってい まず。諸先学の意
見 を参照 しなが らま とめ ると(表1〉 のよ うにな ります。
3・ 特殊 拍 とアクセ ン トとシラブルの関係
この よ うな特殊 拍は,当 然アクセ ン トと深い関係 を持 って来 ます。 特殊
拍は独立性 の少ない音 韻です。多 くの地方で,特 殊拍にア クセ ン トの高 さ
の切れめがお きに くい とい う傾向があ りますエ3}。
た とえば1一 般拍(○)÷1特 殊拍(e)=2拍iシ ラブル とい う方 式で
つ ワ つ ワ つ つ
い き ま す と,カ ン(缶),テ ン(天),ス ー(数) ,コ ー(甲),カ イ(会),ハ イ
(感)は2拍1シ ラ ブ ル の 語 で す 。 し か し,カ フ(勘 〉,テジ 億),ス ヴ(吸)12),
12)秋 永 は ふ つ う佐 久 閲 氏 の いわ れ る よ うに(注2)「 ウ」[田]と 「変 的 ウ」1薗]
　 ヨ
を 区別 し,_「吸 う」[s蔵m],数[s面=1のよ うに 発 音 し,前 者 の 「ウ」 を(一 般 拍 〉,後 者 を(引 く拍)と 考 え ます
。 但 し,佐 久 問 氏 の よ うに 口の構 え は 変 らず,舌 の 位
置 だ げ移 動 します 。 しか し,早めに 発 音 す る と,「吸 う」1面1の よ うに も発 音 しま す 。
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コ=(～い う),カ7(がない),ハ7(灰)とな ると,2拍2シ ラブ ルク)ように
な ります し,少 しむ ぞ うさに発音すれぱ,カ ン,テ ン,ス ー,コ ー,カイ,
π のよ うに2拍1シ ラブル のよ うに発音 され ます。 この場合ア クセ ン ト
は変化型を とります 。二死 。『ヲ,シ ンルイ}=一 バ ン,ク ーチ ニーンケー
ワ=,カ イダ ン,ス イ カ,コ イ ニク(○ ① ・一・)の類 も,むぞ うさな発音 で
はエ ン百ヅ,シ ンルイ,コ ーバ ン,ク ーチ ュー,ケ ー レー,カ イダ ン,・ス
イカ,コ イ=ク 雁)の よ うな変化型にな9ま す 。 この アク セ ン トの
音 韻的な型 は/0砺 型,1と認 めるのが普通で,辞 書 とか教科書はすべ
てそ う表記 します が,東 京 の若 い層では変化型/瓢/が 音韻 的な型
と してもだんだん に固定 して くる傾向の よ うに思われます。 そ して意識 的
に規則型 に発音 しよ うとす る と1一 般拍+1特 殊拍は1シ ラブルでは な く
2シ ラブルのよ うに発音 される傾 向があ り,そ の際特 に 〈ひ く拍 〉〈そえ
る拍>な どは一般拍の母音 に近 くな って しまいます 。例えぱ コオニ(小鬼)
は3拍3シ ラブル,コ ー二(高二)は3拍2シ ラブルですが,=一 二(高二〉
と規則型ア クセ ン トに発音 する時は,2シ ラブル と意識 する入 と3シ ラブ
ル と意識す る人 とが現われます。そ してこの場合 の 〈引 く拍 〉は一般拍 に
近 くな 珍 コ牙 三(小鬼)と の区別がま ぎらわ し くな ります。 この よ うな・
シラプルの単位 を(音 韻 的音節>と して認めた場合は,ア クセ ン トの 〈変
化型 〉 も 「音 韻的な型」として認 めざるを得ないよ うな気 が します。私 は
現在の東京 アクセ ン トの段 階か5考 える と,〈変化型 〉 を音韻 的な型 とす
る ことにた め らい を感 じます し,そ の他の点か らも,私 は 「シ ラブノセ」 を
「音声的音節、 とし,目 本語 の音韻 的単位 と し ては 「拍=音 節」 を認めた
い と、思いますD
なお,(つ める拍 〉 と 〈かすれ る拍 〉 の変化型は似てい ます。 音声的
つ
な型 としては ガッヨ;,イ ッシ ョー,オ ヒ下〒7,ザシキのよ うにな ウます　 ム
が,音 韻的な型 としては,/○ ①..・/のように認め られ てい ま す。 これ
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4・ 日本 語教育 での扱 い
では・これ ら 〈特殊拍>が 目本語教育 でどのよ うに扱われてい るか を紹
介し,私 の意見 も申し述べたい と思います。 まず,手 許に あるローマ字書




②.ガ(後 続 音のあ る時),n(ない時)
③nの み。
④ 亘 または 負 また はN
分類す る と ①～④ のよ うにな ります 。(表1〉でも述べた よ うに,は ね,
る音は直後 の音 の有無 や相違 によ り,いろいろのバ ラエテ ィーがあ ります。
それ をmとnで 書 きわける ① ヴ)方式は習慣的な表記 とはい え賛成 し
かねます。後続音 の有 無で書きわける ② の方式 は 「金曜 目」 を ♪キニ ョ
ービ」 と読 む誤 りか ら聞放 され ます し,「可能」(kanOl)』と 「観桜」(kan7-
o=〕」,「単位(tan'i)」と 「谷(tani)」等の区別 ができる とい う点で便 利です。
① ③ は この場 合,後 続音が母音・半母音に限 りゴ,.目.,n一...,琢..,の
ように しる しを付 けてk諭70n,taゴon,tan-i,sen-en,k伍yooとしてある
の も同様 に便宣的 なもので しょう。 私は,① ② ③ を通 じて,ナ 行子音 と
同 じ表記 を 〈はね る音>に 使用す る点が賛成できませ ん。``n"と あ る
と,外 国人は後続 音が唇音 であ る揚合 をのぞ き[nlの調音 をとろ うとしが
ちです。その驚めに 日本的な発音 にな りに くい とい う事があ ります。私 と
しては ④ の方式,で きれば``N"を 使 いたいと,思い ます。
(2)ひ く拍
①,aa,i≒uu,eo,OQ
② 盃ンii}貢,邑,O〔日本現代文読本 に限 りiiとiの 両様)
以上の二通 りで した。母 音 を二度書 く方法だ と表 記は簡単ですが,そ の
母音が一般拍であ るか特殊頴であ るか区別がつ きません。つま り(表3)(aン
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の ような書 きわけは行 なわれ ない 事にな ります 。(今アクセン トの相違は一応
無視 します。 また… はアクセントが変化型になった時に高 くなる部分。 ウ*はむ
ぞうさな発音ではひ く音にもなることを示 します。〉
また,殆 どの教科書 に共通 している事は,iiをiに せず,す べて二度書
くとい う方 法です。 これ はiと い う形が とりに くいせ いか とも 思えます。
形 容詞の活用語尾 を くひ く拍>に す るか ど うかは 問題 の ある ところです
が,そ のためにhを とった ので もな さそ うです 。 なぜな ら 「言 う」の類
はyUと 表記 され てますか ら。(但し,「目本現代文読本」 や学友会の教科書で
はiuです。「言 う」の発音は``二一')ではなく"イ ウ"と 発音せよという意味で
しょうか。)〈ひ く拍 〉の場合,母 音 を二度書 く方 法に私 は賛 成できませ ん。
「里親」 も 「砂糖屋」 もsatQQ担,「好悪」 も 「呼応」 もkoooで は困 りも
のです。 私な ら,satooyaとsto:界,ko=oとkoo=としたい ところです。
も う一つ,工 列音の次のイは,九 州,四 国南半,紀 伊半 島南部 をのぞい
て,現 在工列長音 になるのがふつ うです が,eeの 表記 よ りはei表 記の方
が好 まれ ているよ うです。eiを使 う教科書は,音 韻的にeiの 方が正 しい
と見 たのか,「 かな」表記 に準 じたのか,そ の辺の所が分 りません。 ε が
全然 出て来 ないのは,ひ く拍 に 互,e,6表記 を とる教科書 が,こ の揚合に
限ってすべ てei表 記 をと ったた めです。ei表記 をとる立揚 だと,(表3〉
の(b)の のよ うな例 はど う教 えるので しょうか。 「発音は異 なるが表 記は
同じだ」 とす るのか,「 発音 も表記 も同じだ」 とい う立 ち場 を取るのかで
す。(c)とも関連 して くる問題 です。私 は 「絵入 り」 はeiri,「営 利」は
e;riあるいはei*riのよ うな表記 をしたい と思い,か つ て(表3)で 述 べた
吸ウ*のウ*と同様,エ イ*リ と*を つけて表 示 した ことがあ ります.13⊃
(3)そ える拍 」
これ はすべ て く特殊拍〉扱 いを していません。 これは教師が説明をす れ
ば いい 事力・も しれ,ませんD
13)秋永一枝 「佐柳アクセントの提起するもの(国 文学研究33)」「明解 目本語
アクセン ト辞典」
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(4)っ め る拍q又 は エ
①kk,ss,亡t,PP
これ は ① の表記だ けで・QもTも 見 当 りませ んで した。はね る拍に
Nを 使 ったICUあ た りが使いそ うだ と思ったのです が慣 習によった もの
で しょうか。 ところで,ア ッ!と い うのは ど う表記 してあるか と思 って探
した のです が,A1がr二 出てきただ けで した。A!で は ア1な のか
アッ1な のか見 当がつ きません。 とはい えA亡t1と表記す るの も妙な もの
でAlで ごまか したのか も しれません。また バ ッハ,ゴ ッホ,ベ ッ ド,バ
ッグ,ブ ル ドッグ,ホ ッ トドッグな どはBah加,GQhhQ,beddQ,baggu,
buludoggu,hottodogguのよ うになるの で しょうか。なかなかその例が





② の使用はICUの みです。② の表記の ように何 らかの しるしをつける
ことには賛成ですが,個々の点では賛同 しかねる もの もあ ります。(例えば磯
を 壬SQと表記するなど)表 中(〉 内に入れた ものは,教 科書の本文 には注
記 しないが解説 の部 分にはその よ うに注記 してあ るとい う意昧です。
私 としては,アクセ ン ト表 記 をす る場合 には 〈かすれる拍 〉 の表示 も行
ないた い と思い ます。 関連が あ りますので。
以上 のよ うに見て参 ります と,.一般に ローマ字 書の教科 書には,正 書法
と発音表示 が同居 してい るような感 じが します。 私個人 としては教科書の
ローマ字表記は とらない立ち場です。 ローマ宇か ら入 った者 は母 国語 のロ
ーマ字 にひかれていっまでた って も目本 的な発音 に馴れ ないよ うに思われ
るのです。普通の教科書は 「かな漢字 まじ り」 とし,発 音 は別 に,で きれ
ば学生の母国語 に合わせてプ リン トをつ くりたた きこみたい ものです。 こ
れ は<一 般拍>,〈 特殊拍 〉 を含めての問題 です。但 し,一 般拍の方は各
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国語によって教育内容にズレがありますが,特 殊拍の方は外国人すべて最
も苦手 とするもので,共 通の教材ですむ筈です。初級向けのそ うした教材
がぜひ とも欲しいものです。勿論 以上参照 した教科書の表記がどうあろ
うと教師がそれをどのようにこなしてい くかにかかっている事は申すまで
もありません。
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